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スマイルダンパフレーム
完全居ながら制震補強工法
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NETWORK

Seismic Response Control System For Buildings



●スマイルダンパフレームとは ④　既存建物との接合には，騒音・振動・粉塵の発生が少ない鋼管コッターを使用します。

●スマイルダンパフレームの特長
① 耐震補強工法と比較して，補強構面数を30～50％程度減じることが可能です。※1

②　ダイヤ型スリットダンパは鋼板を加工するだけなので，他制震工法と比較して安価です。

③　補強後の耐震性の評価は，高度な時刻歴応答解析を必要とせず，ダンパのエネルギー吸収を考慮した構造耐震指 参考）集合住宅における廊下側補強
　　標：Isで評価することが可能です。
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1） 既存建物の仕上げ撤去範囲

一般的な在来耐震補強工法と比較して，スマイルパラレル工法は，既存建物の仕上げモルタル撤去範囲が極少です。

騒音・振動が発生する時間が少なく，居住者への負担を小さくできます。

2） 削溝時の騒音・振動・継続時間

鋼管コッターは削溝深さが35mm程度と浅く，かつコアドリルで作業するので，一般的なあと施工アンカーと比較して静かで作業時間も短くなりま

す。また，水を供給しながら粉塵を吸引する装置を使用することにより，削溝作業時に粉塵が発生しません。

スマイルダンパフレームは，「完全居ながら補強」を実現したプレキャスト外付け制震補強工法です。

構面内に配置した「ダイヤ型スリットダンパ」の履歴減衰による応答低減効果により，耐震補強と比べて30～50％程度構面数を少なくする

ことができ，かつ建物の損傷を軽減することができます。またダンパ材の減衰効果により，耐震補強と比較して揺れが小さく，継続時間も短く

なります。
※1 当社耐震補強工法比較

30～50％構面減

耐震補強（スマイルパラレルフレーム） 制震補強（スマイルダンパフレーム）

補強構面数が減ることにより，工事の影響範囲は少なく，工期短縮や環境負荷の低減にもなります。

【設計例】

スマイルダンパフレームは，周辺フレームのプレキャスト柱，梁，ブレース等の応力伝達部材とダンパ材から

なる外付けの制震補強フレームです。

制震構造の場合，一般的には時刻歴応答解析を行う必要がありますが，スマイ

ルダンパフレームでは，耐震補強時と制震補強時の応答低減率を比較した応答

低減係数比を減衰効果として評価することにより，静的な2次および3次診断結果

に対して補強量を算出することが可能です。

補強後の耐震指標は，ダンパ補強後の構造耐震指標：dIsを応答低減係数比：
Fh/Fh0で除した値が，目標構造耐震指標：Is0を満足することを確認します。
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PCaフレーム

ダンパフレーム梁

350×600～ダンパフレーム柱

350×600～

ダンパフレーム基礎梁

550×1000～

増設スラブ

在来工法など スマイルダンパフレーム

はつり面積：約1/8
鋼管コッター取付状況

はつり部分4周
はつり部分

接合キー部分のみ

集合住宅を廊下側補強するときに，プレキャストスラブを採用することで，工事中における居住者の動線を確

保することが可能です。

鋼管ブレース

152.4Φ

①基礎梁施工（RC造）

鋼管コッター施工
②柱・梁部材架設 ③フレーム柱・梁圧着接 ④ダイヤ型スリットダンパ本締 ⑤既存建物との一体化


